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お
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

あ
り
が
と
う

藤田 幼稚園 では 、敬 老の日 を印 こ９月

１０日 「祖父 母と の 楽し み会」 を 開 催し

ま し た 。 園児 た ち は、 お じい 石 やんお

ばあちゃんから昔のお 話を聞き、その後、

独 楽 や 綾 取り 、 お 手玉 や 竹馬 な ど 昔な

が らの 遊 びを 教 わり な が ら 、 一 緒に や

っ てみま した 。

遊 戯 室に 一 同 が 集ま る と 、園 児 たち

は 手作り の 品を｡ おば あ５ やん たち ヘフ

レ ゼント 。あり がと うの 感謝を 込めて 、

肩 たたき や歌も 贈ら れまし た。



平成14年度国見町敬老会

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

国
見
町
敬
老
会

は
九

月
十
四
日

か
ら
十
七
日

に
か
け
て

、
町
内
五

地
区
で
行

わ
れ
、
町
内
七
十
一
歳
以
上

の
お
年
寄
り
一
九
一
六
名
の

う
ち
約
半
数
の
方
の
出

席
に
よ

り
開
催

さ
れ
ま
し

た
。
式
典
で
は
高

齢
者
記
念
品
の

贈
呈

や
小

学
生
に

よ
る
作
文

が
発
表
さ
れ
、
ま
た

、

ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
地
区

毎
に
鏐
吼

を
凝
ら
し
た
催
し
に

、
参
加

さ
れ
た
方

は
長

寿
の
喜

び
を
か
み

し
め
る
日

と
な
り
ま
し
た
。

式
で
冨
永
町
長
は
「
現
在
の

日
本
、
国
見
町
を
築
か
れ
た
み

な
さ
ま
に
敬
意
と
感
謝
を
申
し

Ｌ
げ
ま
す
。
健
康
こ
そ
が
か
け

が
え
の
財
産
で
す
。
こ
れ
か
ら

の
長
寿
社
会
に
対
応
し
、
み
な

さ
ま
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
。
町
と
し
て
で
き
る

か
ぎ
り
の
お
ｆ
伝
い
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。
い
つ
い
つ
ま
で
も

元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

地
区
最
鳥
齢
行
や
ハ
ト
巌
を

迎
え
る
方
へ
記
念
品
が
贈
‥ｎ
さ

れ
た
ほ
か
、
ハ
ト
ハ
歳
の
米
寿

を
迎
え
ら
れ
た
。。卜

Ｌ
名
に
輿

力
町
真
が
贈
ら
れ
、
し
あ
わ
せ

金
娼
人
婦
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

佐

藤
忠

美
議

長

か
ら

の
元

気
で

艮

生
き
し

て

く

だ
さ

い
と

の
祝

辞

に

つ
づ
き

、

各
地
Ｋ

の

小
学

生

に
よ

る
作

文

が
発

表
さ

れ
、

鳥

齢
者

代
衣

か

ら
の

謝
辞

が
述

べ
ら

れ
ま
し

た

。

敬
老

会
は

、
平

成

十
一
。
年
度

か

ら
各

地
Ｋ

の

開
艇

と
な

り

、

今

年

度
か

ら
は

長
寿

社
会

に
対

応

し
て

、

招
待

年
齢

を

。
歳
ず

つ

引

き
あ

げ
、

唹
成

卜

八
年
度

か

ら

は
じ

卜
五

歳
以

上
の

方
と

な

り

ま
す
。

開

催
に

あ

た
っ
て

は

、
町

内
会

、

如
人

会

、
民
生

児

収

磊
Ｕ

、
健

康
推

進
貝

、
Ｊ

Λ
ふ

れ
あ

い
グ

ル
ー

プ

を
は
じ

め
、
各
種
団
体
、
そ
の
他
有
志

の
皆
さ
ま
の
予
に
よ
り
迦
営
さ

れ
ま
し
た
。

地

区

別

開

催

状

況

地 区 開催日 対象者
一一一

出 席 者

藤 田 9月14日 806人 345人

小 坂 9月15日 282人 147人

森江野 9月15日 369人 215人

大木戸 9月16日 296人 116人

大 枝 9月17日 163人 97人

合 計 1 . 田 6人 920人

白

寿

の

祝

い

中
野
よ
す
み
さ
ん

満
九
卜
九
歳
を
迎
え
た
巾
野

よ
す
み
さ
ん
（
鶉
町
）
へ
、
白

寿

の
祝

い
が

川
け

ら

れ
ま

し
た

。

Ｍ

永

町

長
か

ら

「
お

め
で

と
う

ご
ざ

い
ま
す

。
来

年

の
百

歳
に

も

伺

い
ま
す

。

お
元
気

で

お
袗

ら

し
く

だ
さ

い
。
」
と
町

条

例
に

よ

る
敬

老
祝

い
金

が

贈
‥
．ｈ
さ
れ

、

佐
藤

忠
叉

議

艮

か
ら
は

花

束
が

贈

ら
れ

ま
し

た

。
中

野
さ

ん
は

明

治
一
。一
卜
六

年
九

川

斤
囗

生
ま

れ

、「
う
れ
し

い
、
う
れ
し

い
」
と

満
面

に
笑
み

を
浮

か

べ
、

得
心

の
歌

を

披
臨

し

て
く

れ
ま

し
た

。
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鈔

《
錦
町
）

同
　

鈴
ホ
カ
ツ
エ
　

ｎ

《
大
町
北
）

寧
こ
の
番
付
は
平
成
十
四
年
九
月
十
五
日
現
在
の
敬
老
名
簿
を
も
と
に
作
成
し
ま
し
た
。

敬
老
会
で
元
気
な
姿

町
内

最

高
齢

佐
藤
寅
一
さ
ん

国
見

町
最

鳥

齢
、
百

歳

の
佐

蒹

寅

一
さ

ん
（

宮
町

南

）
が
十

四

日
開

催
の

、

藤
川
地

区

敬
老

会

に
出

席
し

、

元
気

な
姿

を
兄

せ

て

く
れ
ま

し

た
。

長
寿

者
記

念

品
、

及
び

出
席

者

中
最

高
齢

者

に
贈

ら

れ
る
花

束

贈

り
七
で
は

、

佐
藤

さ

ん
は
し

っ

か

り
竄
ち
Ｌ

が
り

、
Ｍ

永
町

長

か

ら
の
贈

呈

を
受

け
ま

し
た

。

参

加
者

に
手

を

振
っ

て
挨

拶
す

る

と

、
会
場

か

ら
大

き
な

拍
手

が

送
ら

れ
ま

し

た
。

記
念
品
を
受
け
る
佐
藤
寅
一
さ
ん



7０歳以上のみ

皆さんヘ

平
成
1
4年
１０
月
１
日
か
ら

医
療
費
の
負
担
が
か
わ
り
ま

す患
者
の
自
己
負
担
を
盛
り
込
ん

だ
、
医
療
制
度
関
適
法

が
改
正
さ

れ
、
医
療
費
の
負
担
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
7
0歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
、
今
改
正
の

概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

７０歳以上の医療費の負担が

１割または２割になります。

70歳以上の方が医者にかかるときに､医療機関の窓

口で支払う医療費の負担 割合は､ 原則Ｉ割です。ただ

し､ 一定以 上の所得がある 方は ２割の負担となり ます。

（新た に交付される 医療受給 者証に所得 に応じて １

割か２割か明記されます｡）

老人保健の対象となる年齢が

７５歳に変わります。

平成14年9月30日までに

70歳になる方 �

引続き 、 老人保 健 による 医療 を受 けま す。

※平成14年10月1日に目己負担割合を明配した新しい「老人医療受給者
証」を交付しますので､現在便用している「老人医療受給者証」は使用
できなくなります．

平成14年10月１日以降に

70歳になる方 �

引続 き加 入する 医療 保険 で医 療を受 け ます。

新た に 「高齢者 受 給証」 が交 付さ れま す。

（例）一般S 保加入者…70歳から74趨まで一般国保で受診　　
退職者医療制度の該当者…70廬から74歳まで退職者医療制度で受珍
社会保険加入者-‥70鑞から74縵まで社会保険制度で受診　　7S
賦からは老人保健の対象になります．

○平成14年10月１日以降も一定の障害がある場合は､65歳以上の方が老人保健の対象となります

必ず手続きを

老人保健法医療受給者証の更新手続きについて
老人保健法の改正 に伴い、現在お持ちの｢ 老人保 健法医療受給者証｣ は､10Jﾐ

IEﾖ より新しい受給者証への更新が必要となり ます。次により、必ず手続きを行 つ

てく ださい。

(日 時及び場所)

月　 日 時　　 問 塀　　　 所

９月27日(金)
午前９時～正午 太田JII公民館

午後２眄～午後５畤 大木戸ふれあいセンター

９月29日(日) 午前９時～午後５畤 国見町役場

９月30日(月)
午前９時～正午 国見麋郎剔睹辱活性化ｾﾝﾀｰ

午後２時～午後５時 森江野町民センター

※どの場所でも結構ですので、都合のよい場所で更新を受けて
下さい。

( 持 参 する も の)

・老人保 健法医療受給者証( 現在お持ちのもの)

・印鑑

(注意事項)

・更新には、本人または 家族 の方がお越し 下さ

丶丶

・受 給者証 を紛 失されている方は、健康保険 証

と印鑑 をお持ち下さい。

・期閥中、 更新に 来れない方はjO 月１日以降、

国見町役増保健福祉課で 更新を受けて下さい。

(ただし､ 土一日･祝祭日 を除く、９時～17時)

従来の受給者証を｡医療機関に誤って提川したとき､一部負

担金の割合が２割となる場合がありますのでご注意ください。

問 い 合 わ せ

保 健 福 祉 課 国 保係

7?(  585 ) 2785



平成14 年度

国見町町民大運動会
子どもさんからお年寄りまで、みなさんが参加

できる楽しいプログラムにより、町民大運動会が

開催さ れます。

参加する方はもとより、応援の方々も参加でき

るお楽しみ抽選会も行なわれます。家族そろって、

地域そろって大運動会で楽しく健康な汗を流しま

しょう。お誘いあわせのうえご来場ください。

プ ロ グ ラ ム

予定 時刻

8:00 受付

8:45 入場 行進

9:00 開会 式

9:15　1, ラジオ 体操… …… ………… …… …(全目)

2:も うじ ゅう狩 り…(小学 ４～ ６学年･個人)

3:かりも の競走 ……( 一般男 女 ・地区対 抗)

4,私の 選んだ人 …… ……c一 般男 女・個 人)

5,む かで 競走… ……く50肅以 上 ・地区対 抗)

10:00　6: 宝 ひろい …… …… ……(幼 児 ・自由 参 加)

7:ボール 隔てて 熱い 仲･ベ ー殷男女･地区対眤

8:足 元に 気をつ けて･･･喟 内事篥所･職場対鄒

9ﾐ:忍者の 修行………(jj1学 １～ ３学年 一個人)

la 玉入 れ……… ……(  歳 以上 ・地区対 抗)

11:00　11, 聖火リレ ー… ……く一般男 女 ・自由 参加)

12,綱 引きl 予選1 ……1.一般男 女 ・地区対抗)

llヶ ツ圧 測定… …… ………… く女性 ・個 人)

11:30　1 ‾1:スポー ツ民踊

… …(あつ かし 学 級･成 人学級･ 女性 教室 生)

1_5.鼓 笛パレ ード･プ ラ スバン ド演奏

12:45 : 叫いざ 出 動…… ……( 消防団目 ・地 区対抗)

:'17･かりも の競走 …… …(中･高 校生　 個人;

:･aパパ安 全運転 よ…( 一般男 女 ・地 区対抗)

19･宝 ひろい …… ……(60 歳以 上 一白由 参加)

洫親子三 代リレ ー… ……(親 子三代 一個人)

黔ペン ギン リレ ー… ……(女 性 ・地 区対抗)

2x=クリーン 作戦 ……( 一般男 女・自由 参加)

黯綱 引き1 決勝1 ……( 一般男 女 －地 区対 抗)

黔宅 配 便ですよ ………(フ リ ー －自由 参加)

為:国 見リレ ー1 女性卜･( 年代 別・ 地区対 抗)

14:00 荐国 見リレ ー1男 性卜･( 年代 別 ・地 区対 抗)

=η 国 見音 爾 ・国 見夢音 頭…… ………( 全員)

14:45 表 彰式並 びに閉 会式

15:00 お楽し み 抽選会

り 自由 参加 種目は当 日会 場で受 付し ま１ ．

Ｇ 地 区対 抗は小坂･ 藤田 Ａ(藤田)･ 蔽田 Ｂ(山 崎,石 母

田j･ 驫堽 野 一大 木戸･大 枝の6 地区対 抗とし ま１ ．

【固 い 合 わ せ 】

生 涯 学 習 課 社 会 体 育 係　 お ( 5  )  2

昨年の大 運動会

第
七
回
義
経
ま
つ
り

く　に　み　の　日
９ 月 ２ ３ 日

(秋分の日)

「
義
経
ま
つ
り
」
が
、
い
よ

い
よ
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回
で

七
回
目
を
迎
え
、「
国
見

町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
譎
会
」
の

も
と
、
町
民
み
な
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
義
経
ま
つ
り

実
行
委
員
の
み
な
さ
ん
が
、
準
備
を
す
す
め
て

い
ま
す
。

町
内

全
校
の
鼓
笛
隊
パ
レ

ー
ド
も
行
な
わ
れ
。
武
者
行

列
で
は
勇
壮
な
時
代
絵
巻
を
再
現
、
歩
行
者
天
国
で
も
楽

し

い
催
し
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

● 歩 行 者 天国( 藤田襾店勧

10:【X】 開 会 式

ｲ ﾍﾞﾝﾄ 一大型遊貝･露天びｉ 現

栗しさいっぱい ～171 〔X〕

16:ｌ 】 国 見 夢 音 頭

● 武 者 行列

14: 闖 出 陣 式

(閼 戝ttﾝﾀｰi)

14:ｌ 】 武 者 行 列 出 陣

B】内 全 校 の 鮫 笛 隊 バ

レ ー ト が､ 先 陣 を 切 り 藤

田 商 店 街 を 行途 し ま す 。

15: Ｓ 帰 陣 式

(  住 文 化ﾝﾀｰi)

お
問
い
合

わ
せ

ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会

（
企
画
商
工
課
内
）

贄（
５
８
５
）
2
9
2
7

10月13日(日)
上 野 台 運 動 公 園　 総 合 運 動 場

(雨天時は､グリーンアリーナ923 )



小
坂
小
・
藤
田
小
で

土
曜
学
校
開
設

小

坂
小
学
校
と
藤
田
小

学
校
に

お
い
て

、
九
月
七

日
「
土
曜
学
校
」
が
開
校
さ
れ
ま
し
た

。
保
護
者
が

主
体
的
に
運
営
す
る
土
曜
学
校
は
、
自
由
参
加
型
の

学
習
支
援
の
場
で

、
希
望
す
る
児
童
は
算
数
の
ド
リ

ル

を
中
心

に
、
自
ら
す
す
ん
で

学
習
し

ま
す
。
講
師

や
保
護
者
は
質
問
に
答
え
た
り
、
一
緒
に
考
え

な
が

ら
、
児
童
の
自
学
自
習
を
助
け
ま
す
。

今

年

度

か

ら

導

人

さ

れ

た

学

校

週

丘

日

制

に

対

応

し

、

保

護

者

を

中

心

に

休

み

と

な

っ

た
ｈ

曜

日

の

有

意

義

な

活

川

を

目

指

し

ま

す

。

町

は

匕

曜

学

校

の

開

設

を

希

望

す

る

保

護

者

会

へ

、

講

師

謝

礼

等

を

助

成

し

、

学

校

は

施

設

を

開

放

し

．

Ｌ

曜

学

校

開

設

を

支

援

し

ま

す

。

土

曜

学

校

へ

は

小

学

二

年

生

か

ら

六

年

生

ま

で

が

参

加

可

能

で

、
小

収

小

学

校

卜

匕

名

、
藤

川

小

学

校

三

卜

九

名

の

児

嗷

が

参

加

し

ま

し

た

。

現

在

辿

学

し

て

い

る

学

校

の

図

工

室

等

を

利

川

し

、
毎

月

第

一

、
第

。一
。卜
‥
曜

日

の

午

後

九

時

か

ら

二

時

間

ご

兀
教

師

の

指
導

の
ド

開

設
さ

れ
ま

す
。

小

坂
小

学
校

で
は

一

ク
ラ

ス

、

藤

川
小

学

校
で

は

二
、

。
。。年

乍

の
低

学
年

と
。

四

～
六
年

生

の

鳥

学

年
で

ク
ラ

ス

分
け

が
行

わ

れ
、

学
年

を
超

え

た

つ
な
が

り

強
化

と
、

屁

い
を

思

い
や

る
心

が
培

わ
れ

る
も

の

と
期

待
さ

れ

ま
す

。

九

月
七

川
に

行

わ

れ
た

開
校

式
で

は
、

児
収

と

傑
護

者
が

参

加
の

も
と

、

保
護

者
会

艮
の

あ

い
さ

つ

に

つ
づ

き

、
枚

青

災
や

学
校

長

が
祝
辞

を

述

べ
、

講
師

の
紹

介

が
行

わ
れ

ま
し

た

。
そ

の
後

、
児

卮

た
ち

は
熱

心

に
ド

リ
ル

に
取

り

組
み

ま
し

た

。

土

曜
学
校

開
校
式
（
藤
田
小

）

ドリルに取り組む参加児童く小坂小）

柏葉体育館へ

講道館から扁額が寄贈

柏葉体育館のオープンを記念し、柔道創設

の地である講道館より扁額が寄贈 され ました。9

月８囗、開催された第22回国 見町 少年柔道大

会（福島・山形・宮城 ３県柔道 大会）の席上、

扁額の除幕式がおこわれ、柏 葉体育館内 正面

に掲げられました。

扁額には 講道 館長 嘉納行 光氏の 筆によ

り、「桁力善用」と書かれて います。 これ

は、柔逆の創設者嘉納治 五郎師範（行光氏

の祖父）のｊ 葉で「心と体を善く 用い まし

よう」との意味で、柔道を志 す者の心構え

を説い たものです。

記

念

講

演

講
逆
館
道
場
指
導
部

参
り
山
本
四
郎
八
段
に

よ
る
、
扁
額
記
念
馳
演

が
お
こ
な
わ
れ
、
少
年

柔
道
人
会
へ
参
加
し
た

約
三
百
三
十
名
の
少
年

少
女
た
ち
は
、
柔
道
と

は
何
か
な
ど
の
話
に
耳

を
か
た
む
け
ま
し
た
。

扁
額
の
除
幕
式

山本四郎八段



社会福祉協議会
シルバー人材センター

の事務所が
移転しました

(福)国 見町社 会福祉協議会 と(社)国 見町

シル バー人 材センターの 事務所は。こ れま

で国 見町 役場庁 舎３階にあ り ましたが､ ９

月10日より国 見ニ ュータウン内のコミ ュニ

ティーセンターに移転し まし た。

こ れまで､３階 というこ とで 利用 者に 不

便 をかけてい たこ とに加え、イント ラネッ

ト事業の導 入な ど庁 舎が手狭になったこと

から移転し たもの です。 今後は附段を登る

不便なく、 利川し やすい 事務所 となり ます。

新 所 在 地
〒969 ｰ 1785　国 見町板 橋南５－３

（国見ニュータ ウンコミュニ

ティーセンター内 ）

電 話 番 号 （変更なく現在と同じ ）

国見町社会福祉協議会　　　??585 －3403

国見町シルバー人材 センタ ー ？?田 5  ｰ  05 新 しい 事務所となる

コミュニティーセンター

新しい事務所で執務する職員

元
気
に
歩
い
て
健
康
づ
く
り

町

民

ウ

ォ

ー
キ

ン

グ
大
会

九
月

八
日
（
日
）
、
第
十
五
回
町
民

ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
人
会
が
’Ｆ

供
か
ら

お
年
寄

り
ま
で
総
勢
約

一

ブ
○
名
が
参
加
し

て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
上
野
台
巡
動
公

園
グ
リ

ー
ン
ア
リ

ー
ナ
か
ら
石

母

川
の
国
見
神
社

、
＆

経
の
腰
掛
松

を
通
り
あ
つ
か
し
山
頂
を
往

復
す

る
約
九
㎞
の
コ

ー
ス
で

【
ふ
く
し

ま
の
遊

歩
道
五
卜
選
】

に
も
逸
ば
れ
た
（

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
す
。

大
会
屶
日
は
、
小
雨
の
ば
ら
つ
く
天
気
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

ａ
日
々
と
し
た
木

々
の

あ
い
だ
か

ら
眼

ド
に
望
め

る
景
色
を
満
喫

し
、

タ
オ
ル
で
汗

を
拭

い
な

が
ら

。
健

康
増
進
の

た
め
に
み
な

思

い
思

い
の
歩
調
で
秋
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

閉
会

式

で
の

『
特

別
賞

』
に

お
い
て

、
最

鳥
齢

者

賁
、
最

年

少

者

賁
が

贈
ら

れ

、
ま
た

く

じ

に

よ

る
「
抽

選
賞

」
も
行

わ

れ

ま

し

た
。

特

別
賞

は

次

の

方

が

受
賞

さ

れ
ま

し

た
。

☆

最

高
齢
者

賞

男

佐

久
間

唯

爪
气

穴
1．
亠

）

女

武

川
ト

ト

ノ
こ
（
じ
１‐
九
政
）

☆

最
年

少
者

賞

男

紺

野
　

丈

气

（
六

歳

）

女
　

佐

藤
真

衣

。ふ

Å
（
六
歳

）



３
月
の

グ
ラ
ビ
ア

道路愛護デー

「
道

路
愛
護

デ
ー

」
で
あ

る
８

月
ｎ

日

を
中

心
に

、
多

く
の
町

内

会
参

加
に
よ

る

道
路
の

美
化

作

業

が
行
わ

れ
ま

し
た

。
早
朝

か
ら
通

路
沿

道
の

覃
刈
や

ゴ
ミ

拾

い

、
側
溝
の

清
掃

な
ど

が
行

わ
れ

ま
し
た

。
皆

様
の

協
力
に

よ

り

安
全
で

き
れ

い
な

道
路
と

な
り

ま
し
た

、

貝田山ノ神前･寺脇線開通を祝う

貝田山ノ神前、寺脇地内の町道4006号の改良舗装

工事がこ のほど完成し､ ８月13日に 貝田町内会主 催

による開通式が行われまし た。この路線は当地に 鉄

道が敷かれた明治20年から大正６年まで鉄道敷きと

して使用さ れたもので。路線の中ほどには旧鉄道敷

跡を記念し た車輛のモニュメント が有志の方々によ

り建立され 、同日除幕式も執り行われました。

県
北
中
学
校

吹
奏
楽
部
演
奏
会

８月25日観月台文化センターで、県

北中学校吹奏楽田の演奏会が行われま
した｡ クラシック曲や歌謡曲 、馴染み

深い10曲を披露 、パート毎に楽器の紹

介もありました｡ 吹奏楽部49名は部長

の佐野由書理さんを中心に。夏休み返

上で練習し ました、アンコールの「上

を向いて歩こうよ」では 、更なる拍手

が送られました。

小
坂
地
区
豊
年
仮
装
盆
踊
り
大
会

お盆の８月14日．小坂小学校校

庭において．小坂地区豊年仮装盆

踊り大会が行われまし た．浴衣姿

のかわいい子ども盆踊りから始ま

り．地区の方々 が大勢練り出し ．

町内会毎に趣向を凝らし た衣装の

女性たちが踊り始めると，最高潮

を迎えます．

Ｐ
Ｔ
Ａ
親
善
球
技
大
会

森
江
野
小

藤
田
小
に
栄
冠

国見P  T A 連絡協議会親善球鼓大会が８月18
日 。上野台運動公園を会場に ，男子はソフトポー

ル。女子は バレ ーポールに勲戦が鶫り広げられま

した。网内各校のP  T A . 男女とも９チームが出
場。男子は森江野小Ａチームが６連覇の偉業を達

成 ，女子は藤田小Ａチームが２連覇し ました。両
チームは来月上旬に行われる郡大会へ輻みます。



大
分
県
国
見
町
を訪

問
し
て

大
分

県
国
見
町

親
善

交
流
事
業

に
参
加

さ
れ
た

、
生
徒
の

方
か

ら

感
想

を
寄
せ
て

い
た
だ

き
ま
し

た
。

紙
面
の

都
合
に

よ
り
抜

粋
し
て

紹

介
し

ま
す
。

大
分
県
国
見
町
で
の
思
い
出

二
年

佐
藤
由
梨
絵

大

分

県
国

見
町

に
つ

く
と

、

歓
迎

会

を
閧

い
て

も
ら

い
ま

し

た
。

そ

の
後

、

ペ
ト
ロ

ー
カ

ス

イ

記
念

館
な

ど
を

巡
っ

て
歴

史

を

学
び

ま
し

た
。

私
違

の
国

見

町

も
歴

史
的

に
有

名
で

す

が
、

大
分

県

国
見

町

も
負
け

な

い
く

ら

い
歴

史
が

あ

る
こ
と

が

わ
か

り

ま
し

た
。

二
口

目
の

午
前

中
は

。

国
見

中

の
人

達
と

海
で

泳
ぎ

ま
し

た
。

海

で
は

、
国

見
中

の
人

達

と
し

ゃ

べ
る

こ
と

が
で

き
ま

し

た
。

た

く
さ

ん
泳

い

だ
後
、

ビ

ー
チ

フ

ラ
ッ

グ
を

や

り
ま
し

た
。

ビ

ー
チ

フ

ラ
ッ

グ
は

初
め

て

の
体

験

で
し

た
が

、

と
て

も
楽
し

か

っ

た
で

す
。

砂
浜

が
熱

か

っ
だ

の

が
思

い
出

に
残

っ
て

い
ま

す
。

午
後

は
、

国
見

中
で

交

流
会

を

し
ま

し
た

。

国
見
巾

の
人

達

と

仲
良

く
な

れ
ま

し
た

。

国
見

中

を
巡

り
な

が

ら
ク
イ

ズ

な
ど

を

と

く
ゲ

ー
ム

は
と
て

も

楽
し

か

っ
た

で
す

。

そ
の
後

、

ホ
ー

ム

ス
テ

イ
先

の
人

達

に
会

い
ま

し

た
。

私
達

が

泊
め
て

も

ら
う

家

の
人

は
、

す

ご
く
や

さ
し

い

人

で
し

た
。

四
日

問
の

中

で
、

一
番

心
に

残
っ
た
こ
と
は
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ

で
す
。
最
初
は
す
ご
く
緊
張
し

て
い
て
、
少
し
も
話
せ
ま
せ

ん

で
し
た
が
、
で
も
、
徐
々
に
慣

れ
て
き
て
い
ろ
い
ろ
お
話
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
三
日
目

の
夜
に
は
、
一
緒
に
花
火
も
や

り
本
当
の
家
族
に
な
っ
た
よ
う

で
し
た
。

今
同
、
大
分
県
国
兄
町
に
行

き
。
い
ろ
い
ろ
体
験
し
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
こ
と
が
初
め
て
で
、

と
ま
ど
う
こ
と
と
も
あ
っ
た
け

れ
ど
、
す
べ
て
が
い
い
思
い
出

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、

こ
の
経
験
を
生
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

一

夏

の

思

い

出

一
年

渋
谷
　
英
里

今
年

の
夏

は
楽

し

み
が

あ
り

ま
し

た
。

そ

れ
は

「
大
分

県
」

に

行
け

る
と

い
う

こ

と
で

、
私

は

胸
を

は
ず

ま
せ

て

い
ま
し

た

。

ま
ず

、
国

見
町

と

い
う

つ
な

が

り
が

あ

る
と

い
う

こ
と
で

す

が

、
環

境
は

ど
の

よ

う
に

違
う

の

か
人

目
は
？

而

秘

は
？

な
ど

の
嘔

を

思

い
な
が

ら

バ
ス

に
乗

っ

て
い

ま
し

た
。

二
口

目
は

、
向

…
……
海
水

浴
場

に

行
き

楽
し

く
泳

ぎ

ま
し

た
。

三
口

目

の
海

つ
り

で

、
私

は
小

魚
を

一
匹

つ

る
こ
と

が
で

き

、

午

後

か
ら

は

ボ
ー
ト

に

の
り

、

ド
キ

ド
キ

し

な
が

ら
も

Ｉ
生

懸

命
こ

ぎ
ま
し

た

。

ホ

ー
ム

ス

ス
テ

ィ
先

の
坂

口

家

で

は
温

か

く
迎

え
て

く
れ

ま

し

た

。
私

は
と

て

も
う

れ
し

か

っ
た

で
す

。
三

日
日

に

家
に

戻

る
と

夕
日

を
見

せ
て

く

れ
る

と

言

っ

て
。

見

に
行
き

ま
し

た

。

そ
の

時
見

た
夕

日
は

私

の
ア
ル

バ

ム
に

い
つ

も
残

っ
て

い
ま

す
。

私

は
大

分
県

の
歴

史
や

文

化
。

そ
し

て
み

な

さ
ん
の

や

さ
し

さ

が
と

て
も

心

に
残

り
ま
し

た
。

大

分

県

国

見

町

へ

‘
　
行

っ

て

み

て

。
　
　
一
年

鈴
木
　
茜

行

く

前
は
発

表

が
き

ち

ん
と

で
き

る

だ
ろ

う
か

、
ホ

ー

ム
ス

テ

イ
先

で
は

仲
良

く
や

れ

る
の

か

な
ど

心
配

を
し

て

い
ま
し

た
。

し

か
し

、
大

分
県

国
兒

町

に
つ

く

と
心
配

を
し

て

い
た

こ

と
が

う

そ
の

よ
う

に
思

え
ま

し
た

。

ホ

ー
ム
ス
テ

イ
先
と

の
対

面

式

で
は

、
岐

部

さ
ん

が
ど

ん
な

人

な
の

か
と

ド
キ

ド
キ

し
ま

し

た
。

と

て
も

や

さ
し
そ

う

な
人

で
し

た

。
対

面

式
が

終
わ

り
岐

部

さ

ん
の
家

に

つ
く
と

、

お
じ

い

ち
ゃ

ん
と

お

ば
あ
ち

ゃ

ん
が

出

迎
え

て
く

れ
ま

し
た

。

綾
子

ち

ゃ

ん
も
吹

奏
楽

部

だ
っ
た

た

め

話

も
盛
り

上
が

り
ま

し

た
。

次

の
夜

に
は

、
妹

の
愛

子

ち
ゃ

ん

も
一

緒
に

花
火

や
き

も

だ
め

し

を
や

り
ま

し
た

。

お
別

れ
の

と
き

、
家

族

み
ん

な

で
見

送
っ

て

く
れ
て

、
泣

き

そ

う
に

な
っ

て
し

ま

い
ま
し

た
。

バ

ス
に

乗
る

と
き

も
岐

部

さ
ん

は
笑

顔

で
見

送

っ
て

く
れ
ま

し

た
。こ

の

交
流

を
通

じ
て

、
人

は

と

て
も

温
か

い
こ

と
が

分

か
り

ま
し

た

。



保健だより
保啣●輦躙で保 道 係 (  5!)  ･ 2 ﾌ 83

愛の献血に

ご協力を

.9'月30 日(月)は

国 見町 の

献血 の 日で す

(株)鬼わさ び本舗前(ｻｰ ﾋﾞｽｴﾘｱ) 午前９時～ 午前10時30分

国見 町役場前　　　　　　　　 午 前11眄～正 午( 午前の 部)

午 後１眄～午 後２時45 分( 午後の部)

福島 信用金 庫　 国見支店前　　 午 後３眄～午 後４時

県 北中 学校前　　　　　　　　 午 後４時15分 ～午後 ５時

※成分献血は､検重を含め約1時間かかります.ご協力くださる方は､曷らかじめご連絡くださし‰

＊＊＊　　 乳　児　健　診　　 ＊＊＊

該　 当　 乳　 児 実 施　日 受 付 時 間 会　　 塲

・３か月児（平成14年 ７月生まれ）

・９か月児（平成14年１月生まれ）
11月21日(木) 午後１時30分～午後２時

観月台文化センター
第１和室

【健診内容】医師の指導、身畏・体重測定、調乳、離乳、予防接種などについて

〈持参するもの〉母子健康手帳を忘れずに！

＊＊＊　　　３ 歳 児 健 診　 ＊＊＊

該　 当　 乳　 児 実 施　日 受 付 時 間 会　　 棚

平成11年５月１日～

平成11年 ７月31日生まれの幼児
11月26日(火) 午後1  時 分～午後】 時 45分

観月台文化センター

大研修室

【健診内容】内科と歯科の医師の診察、生活保健指導、視力・聴力検査などを実施します。

心理判定員による相談 －指導…子育てに関する不安や悩み等、お気軽にご相談ください。

健診該当者には後日 健診票を郵送します。
〈持参するもの〉母子健康手帳を忘れずに！

＊＊＊　　 二コニコ相談会　　 ＊＊＊

対　　　 象　　　 者 実 施 日 実 施 時 間 会　　 場

国見町在住の乳幼児及びその保護者 11月15日(金) 午前９暇 分～午鬪 時3竕
観月台文化センター

第１和室

【異施内容】身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。

（持参するもの）母子健康手帳を忘れずに！

＊＊＊　ポリオ集団予防接種　＊＊＊

実 施 日 対象地区 受付時間 会 場

10月８日(火) 藤田地区 午後1  時 釦 ･分
～

午後２時

観月台文化

センター

大研修室10月９日(水) 上記以外

【対象乳幼児l 実施日に涓３か月からｌ】月未満までの１回もしくは
２回未投与の乳幼児

※注意すること…６週間以上の間隔で２回投与します。

(持参するもの) ポリオの予防接種予診累を記入し､母子健康手帳

と一緒にお持ちください。

９
月
2
4日
か
ら
3
0日
は

結
核
予
防
週
間
で
す
！
！

結

核
は
「
か
ぜ

」
の

症
状

に
似
て
い

る

こ

と
か
ら

。
「
か
ぜ

」
と

自
己

判
断

す
る

の

は
要
注

意
で

す
。
結

核
を
発

病
し

た
場

合

、
ど

の
よ

う
に

し
て

見
分

け
る
の

か
は

、

本

人

が
医

師
の

診

察

と

検

査
を

受
け

な

け
れ

ば
分

か

り
ま
せ

ん
。
結

核
の
症

状
は

「
せ

き
」
「
た

ん
」
「
発

熱
」
な
ど
で

す
が

、

「
せ
き
」
や
「
た

ん
」
が
２
週
間
以

上
長
引
い

た
と

き
に
は
、
必
ず
医

療
機

関
を
受

診

し
ま
し
よ
う
。



インフォメーション

催
　
し

調
停
相
談
会
の
開
催

福

島
調
停
協
会

で
は
、

民
事
問
題
全

般
に
関
す
る

相
談
会
を
次

に
よ

り
開
催

し
ま
す
。
相

談
は

無
料
で

、

民
串
・
家

事
調
停
委
員
が

相
談
に
応
じ

ま
す
。

▼
日

時
・：
十
月
一
日
（
火
）

午
前
ｔ

時

か
ら
午
後

四
時

（
受
付
午

後
三
時
ま
で

）

▼
場
所
・：
福
島
ル
ミ
ネ

五

階
オ

ー
ク
ル

ー
ム

▼
相

談

内
容
・
：
夫
婦
・
相

続
等
家

庭
の

問
題
、
金
銭
貸

借
・

上
地
建

物

・
交
通

事
故
な

ど
民

事
問
題
全
般

★
問

い
合
わ
せ

福
島

調
停
協
会

｀
。（
５
３
４

）
6
1
8
6

司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
会

十
月

一
日
は
「
法

の
日
」

で
す
。
福

島
県
司
法
書
七

会
で
は

、
無
料
法
律
相

談

会
を
開

き
ま
す
。

▼
開

催

期
間
…
十

月
一
日
（

火
）

か
ら
三

日
（
木
）
ま
で

▼

時
間
…

午
前
十
時
か

ら
午

後
三
時

ま
で

▼
相
談
内

容

…
不

動
産
の
相
続

、
売
買
、

保
存

な
ど
の
登
記

、
会
社

の

設
立
、
役
員
変

虹
、
増

資

な
ど
の
登
記
、

借
地
借

家

法
に
眺
づ

く
乎
続
き
、

供
託
の
手
続
き

、
家
収
’

審

判
手
続
き

。
訴
訟
手
続
き

な
ど

▼
相
談

員
・：
県
司
法

潛
十
会
公

員
▼
場
所
…
福

島
県
司
法

占
士
会
館
（
福

鳥
市
新
浜
町

六
の
二

八
）

ま

た
十

月
三
日
（
木
）
に

は
中
合

デ
パ
ー
ト
七
階

催

事
場

奥
に
お
い
て
、
同

様

の
相

談
会
を
行
な

い
ま
す

の
で

、
ご
利
川
く

だ
さ
い
。

★
問
い

合
わ
せ

福

鳥
県
司
法
湫
‥
七

会

一`一（
５
３
４

）
7
5
0
2

職

場
の
労
使
　

・
゜

ト
ラ
ブ
ル
相
談
会

福
励
県
地

方
労
働
委
員

会
で
は
、

皆
さ
ん
の
職

場

で

お
き
て

い
る
賃
金
や
労

働
条
件
等

を
め
ぐ

る
労
使

間
の
ト
ラ

ブ
ル

に

つ
い
て

、

公
開
相
談

会
と
佃
人
相

談

会
（

秘
密
厳
守
）
を

行
い

ま
す
。

労
働
者
、
使

用
者

を
問

わ
ず
無
料
で
相

談
を

受
け
付

け
ま
す
の
で

、
こ

の
機

会
に
ご
利
用

く
だ
さ

い
。

▼
日
時

…
十
月
二
十
七

口

（
日

）
◇
公
開
相
談
会
・：

午
後

一
時
三
十
分

～
午

後

三
時

三
十
分
◇
個
人
相

談

会
・
：
午

後
一
時
三
十

分
～

午

後
五

時

▼
会
場
・：
福
島

ル
ミ

ネ
五
階
ネ

ク
ス
ト
ホ

ー
ル

※
公
開
相
談

で
は
事

例

を
紹
介
し
な
が

ら
、
問

題

解
決
の
た
め

の
ア
ド
バ

イ
ス
を
行

い
ま
す

。

★
問
い
合
わ
せ

県
地
方
労
働

委
貝
会
事
務

局

‥`（
５
２

１

）
7
5
9
４

統計で働く姿を
見つめよう

10月１日現在で

就業構造基本調査が

実施さ れます

平成14年10月１日 現在で、全国一斉にが実施さ

れま す。この調査は、全国から抽出さ れた15歳以

上の方を対象に、ふだん何か収入になる仕事をし

ているかどうかや就業に関する希望などについて

調査します。

調査結果から雇用の実態など就業に関する状況

が明らかになり、国や県の雇用・失業対策や福祉

施策立案のための基礎資料となります。

調査の対象となった世帯には、調査員が伺い調

査票の記入をお願いしますのでご協力ください。

★問い合わせ

企画商工課企画係　(  585 ) 292

交通遺児の健やかな成長のために

～(財)福島県交通遺児奨学基金協会から～

当協議会は、県民の皆様の浄財をもとに、昭

和59年に設立され、交通遺児の皆さんの健やか

な成長を願い、毎年、奨学金を支給するなどの

活動を行なっております。当協議会の趣旨をご

理解いただき、皆様の暖かいご支援をたまわり

ますようよろしくお願いします。

役場玄関ホールに設置してあります募金箱、

若しくは、お近くの東邦銀行、役場、警察署に

偽え付けの専用振込用紙をご便用のうえ、募金

にご協力願います。

振込先／東邦銀行県庁支店 鱆 孤72

財団法人福島県交通;●lji!奨学基金協会

お問い合わせ/ ( 1 ) 7



募
　
集

県
立
農
業
短
期
大
学
校

福
島

県
立
農
業
短

期
人

学
校

で
は
、
次
代

を
担
う

農

業
者
を
育
成
す

る
た
め
、

次

に
よ
り
学
生
を
募

集
し

ま
す

。
▼
募
集
期
間

…
推

鵬

十
月
十
五
日

か
ら
二
十

四
日
、
一
次
十

一
月
十

八

日

か
ら
二
十
七
日

▼
募
集

学
科
（
人
員

）
・
：
農
産
（
十

五

名
）
、

園
芸

（
三
卜
名

）
、

畜

産

（
十
五
名

）

※

詳
細
は
次
へ
問

い
合
せ

く
だ
さ

い
。

★
問
い
合
わ
せ

農
業
短
期
大
学
校

農
学
部

教

務
管
理
　

｀
。
0
2
4
8

（
４
２

）
４
1
1
1

福
島
大
学

社
会
人
特
別
選
抜
学
生

福
島
大
学
行
政
社
会
学

部
及
び
経
済
学
部
の
「
夜

間
主
コ
ー
ス
」
で
は
、
働

き
な
が
ら
学
ぼ
う
と
す
る

社
会
人
特
別
選
抜
学
生
を

次
に
よ
り
募
災
し
ま
す
。

▼
出
願
資
格
…
大
学
入
学

資
格
を
有
す
る
者
で
、
満

二
十
三
歳
以
上
の
者
、
又

は
そ
れ
未
満
で
現
に
定
職

に
つ
い
て
い
る
者
▼
出
願

期
間
…
十
一
月
一
日
か
ら

同
八
日

※
詳
細
は
次
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ

福
島
大
学
入
試
課

″`（
５
４
８
）
8
0
6
４

福
島
県
建
設
技
術
学
院

柵

鳥

県

建

設
技

術

学

院

で

は

、

中

堅

建

設

技

術

者

の

養

成

の

た

め

、

平

成

十

五

年

度
（

第

二

十

四

期

生

）

の

人

学

生

を

募

集

し

ま

す

。

▼

募

集

期

間
・：

十

月

一
日

か

ら

十

一
月

十

五

口

▼
応

募

資

格
・
：
◇

十

八
歳

か

ら

二

十

五

歳

ま

で

の

男

子

◇

高

校

卒

業

の

資

格

を

有

す

る

者
（

卒

業

見

込

み

も

含

）

▼

教

育

科

目

…

工

小

竹

理

、

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

ー

エ

学

、

測

量

工

学

▼

教

育

刈

閥
・：

一

年

間

★

問

い

合

わ

せ

福

島

県

建

設

技

術

学

院

一`一
〇

２

４

３
（
２

３

）
０

５

お
知
ら
せ

（

ロ

ー
ワ

ー
ク
か
ら
’

障
害

者
雇
用
促
進
月
間

障
客
者
の
雇

川
の
促
進

と
職
業
の
安
定

を
は
か
る

た
め
に
は
、
事

業
主
の
皆

さ
ん
の
ご
協

力
が
必
要
で

す
。こ

の

た
め

、
毎
年
九
月

を
「
障
害
者
雇

用
促
進
月

間
」
と
定
め

、
関
係
機
関

、

団
体
の
協
力

を
得
て
、
障

害
者
の
職
業

的
自
立
意
欲

を
喚
起
す

る
と
と
も
に
、

さ
ら
な

る
障

害
者
の
雇
用

の
促
進

と
職

業
の
安
定
を

図
る
た
め

に
、
障
害
者
雇

用
促
進

運
動

を
展
開
し
ま

す
の
で

、
嘔

業
主
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を

お
願

い
い
た
し

ま
す
。

な

お
。
原

則
と
し
て
常

用
労
働

者
が
五
卜
六
人
以

上
の
規
模

の
企
業
は

、
一

名
以
上

の
傷

害
者
を
雇
用

す
る
こ

と
が
法
律
で
義
務

づ
け
ら

れ
て

い
ま
す
。

騨
し

く
は
次
へ
お
問

い
合

わ
せ

く
だ
さ
い
。

★
問
い
合

わ
せ

ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
福
鳥

い`（
５

３
４

）
4
1
2
8

秋の行政相談及び

県政巡回相談
10月21日 か‾ら27日 まで の一 週

間は「秋の行政相談週間」で す。総

務庁が行っている行政相談は､ 国や

県、市町村、公団や公厘、ＮＴＴ、

ＪＲな どの 仕事に関 しての 困りご

とや要望を聞き､ その 解決のお 手伝

いをします。

国 見町の行 政相談 委員は 羽根田

ヒ サさ ん(  585-4740  ) で、電話

等で相談に応じます｡ 困り 亊や要望

等お気軽にご相談ください 。

★問い合わせ

総務課庶務係　(  5 簡 ) 2112

国見町 行政相談委員
羽根田ヒサさん

覚
え
て
く
だ
さ
い

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

171

災
害

時
に

は
、

災
害

地

の
電

話

回
線

が
不

通

と

な
り

電
話

が
使

用
で

き

な

く
な

る
こ

と
が

あ

り

ま
す

。
こ

ん

な
時

、
被

災
地

域
内

や
他

の
地

城

の
方

々
と

の
間

で

「
声

の
伝

言
板

」

の
役

割

を

果

た
す
の

が

「
災
害

用

伝
一
。昌
ダ

イ
ヤ
ル

」
で

す

。
災

害
時

に
は

家
族

や

親
戚

、
友

人

な
ど

と

の

安
否

情
報

の

確
認

に
利
川

で

き
ま

す
。

第13 回塚野目

ロ ードレ ース大会

日 時 ／10月20 日( 日)

６郡 門に より

9 時 50分よリスタ ート

場所 ／塚野目 集会

参加 締切／10 月３日 まで

問い 合わ せ・申 込先

大会 事務 局( 高橋)

7？･(  585 ) 3663

(午後 ７眄以 降に)



高
齢
者
雇
用
促
進
月
間

就

業
意
識
が
高

い
高

年

齢

者
の
安
定
し

た
扈
用

の

場

を
確
保
す
る
た
め

、
ま

た
、
中
高
年
齢
者

の
再

就

職

等
に
つ

い
て
は

、
事
業

主

を
始
め
と
す

る
国
民
全

体

の
理
解
と
協

力
が
必
要

な

こ
と
か
ら
、
十
月
を
『
高

齢
者
屈
用
促

進
月
間
』
と

定

め
、
各
機

関
を
あ
げ
て

運
助
を
展

開
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に

対
す
る
相
談
、

情
報
の
提

供
、
助
成
制
度

等

に

つ

い
て

は

、

次

へ

問

い
合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

★

問

い

合

わ

せ

ハ

ロ

ー

ワ

ー

ク
福

島

豐
（
５

３

４

）
４

’‐
‘２

８

事

業

主
の

み

な

さ

ん

へ

労

働

保

険

を
忘

れ

な

く

労
働
保

険
（
労
災
保

険
・

雇
用
保
険

）
は

、
労
働
者

が
労
働
災

害
や

失
業
等
の

保
険
事
故

の
と
き
必
要

な

保
険
給
付

を
行
い
、
生
活

の
安
定

・
再

就
職
の
促

進

等
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
政
府
が
管
理
・
迦
営

を
し
て
い
る
強
制
的
な
保

険
制
度
で
、
労
働
者
を
一

人
で
も
雇
川
し
て
い
れ
ば

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

小
業
主
の
方
が
故
意
に

加
入
し
な
い
で
、
労
働
災

害
が
生
じ
た
場
合
、
遡
及

し
て
労
働
保
険
料
を
徴
収

さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
追

徴
金
や
労
災
給
付
の
一
部

を
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

手
続
き
が
お
す
み
で
な

い
事
業
主
の
方
は
、
福
鳥

労
働
基
準
監
督
署
・
公
共

職
業
安
定
所
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

1
0月
は
仕
事
と
家
官

を
考
え
る
月
間

少

子
・
高
齢
化
の

進
む

な

か
、
仕
事
と
家
庭

と
の

両
立

が
大
き
な
課
題

と
な

っ
て

い
ま
す
。
中
で

も
、

男
女

労
働
者
と

も
育
児
・

介
護

休
業
を
取
得
し

や
す

く
、
ま
た
、
働
き

な
が
ら

育

児
や
家
族
の
介

護
を
し

や

す
い
環
境
づ

く
り
が
重

要

に
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
企

業
に
お

い
て
は
、
改
正

育
児
・
介

護
休
業
法
に
沿

っ
た
規
定

の
整
備
を

お
こ

な
う
と
と

も
に
、
仕
事

と
育
児
・
介

護
と
が
両
立
で

き
る
よ
う
、

多
様
で

か
つ
柔
軟
な
働
き

方
を
男
女
労

働
者
が
選
択

で
き

る
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

フ
レ
ン
ド
リ

ー
企
巣
」
へ

の
取
組
み

が
望
ま
れ
ま
す
。

詳
し

く
は

次
へ

お
問

い

合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

★
問
い
合

わ
せ

福
鳥
労

働
局
雇
用
均
等
室

ｇ
（
５
３

６

）
４
6
0
9

お
忘

れ
な
く
　

・
゜

狂
犬
病
予
防
接
種

春

の
定
期
予
防
注
射

を

受
け

る
こ
と
が
で
き

な
か

っ

た
犬
を
対
象
に
予

防
注

射

と
ま
だ
登
録
を
し

て
い

な

い
犬
の
登
録
受
付

を
行

い
ま
す
の
で
お
知

ら
せ

い

た
し

ま
す
。

▼
日

時
・
：
十
月
六

日
（
日

）

午

前
九
時
～
午
前

十
一
時

三
十
分

▼
場
所
…

国
見
町

役

場
車
川
前

▼
料
金

…
注

射

の
み
三
千
百

円
、
登
録

と
注
射
六
千
百

円

★
問
い
合
わ
せ

住
民
課
　

生

活
環
境
係

一`一（
５
８

５
）
2
1
1
6

ドック検診で健康チェック

国保加入者を刈取に人間ドックと脳ドックを 実施し ます。

受診料の桶助もありますから、この機会にぜひお受けく ださ

い。

・対象者･･･国保加入者で昭和42 年４月１日以嗣生まｎ で70 廛

未満の方。

・受け付け朋間…10 月３日(木)から11 日(金)まで

(土･日を除く9:(x) ～17:(x))

・申し込み力法…保険証。印偏を持参し。本人または歌族(!;

方が保 健福祉課国保係へ申し込みください。

受診区分
入院人問ドフク

日帰り人間ド７ク
人間ドック･目ドック 人間ドック

自己負祖

初めての方
男性　le.XX)円

女性　18.54X)円
2 0 以上の方

男性4  箞 网
円

女性45.  网円

初めての方
男性　6. 円
女性　6. .円

２翻以上の方

男性32､000円
女性33.0(X)円

初めての方
男性　3. 円
女性　3.48円

２回忿丿上の方
男性16,CX刃円
女性17,氓X)円

受付人数 匐人 50人 稘】人

裏施朋間 平成14年10月～平成15年３月 平限汚 年 2 月～３月

異施機関 公立驛田総合婀院

★問い合わせ　　保健福祉課国保係　(585)2785

10月の心配ごと相談

４日ｔ 菅野矜 一廊叺
松滷ひろ子气

15日肉 ，･川 ,  4

'KFll志子14
25 日 劇 八ｌ 忠一･へ

野村 トモ叭

●略所 場 く 2 新 ) 樹
●畤関 午前0  時 一 第

人口と 世帯

平成14 年 を月１日現在

人口1  第 0 人｛－ ６｝

男5. ３０２人（－ ８）

女5.7 人(  十 2 )

出生 ４人 死亡 ７人

転入21 人 転出24 人

世帯3.214 世帯く－ ２）

結
婚
お
め
で

と
う

村
上
　
£
幸
丿

佐
藤
　
由
紀
ｊ

第
　
９

渋
谷
　

忠
史
丿

渡
邉
　

聖
子
ｊ

上
　
野

渡
辺
　
昌
彦
丿

古
関
　
優
子
ｊ

大
町
南

誕

生

お

め
で

と

う

鴫

原
　

杜

和

了
（
本

町

）

賞

史

ｊ

・

陽

子

～

佐

久

閥

琴

梨

Ｘ
（
…″
川
宮
前
）

友

和
ｊ

・

由

紀

子

丿

阿

部
　

仁

洋

。・
‘（
泉

田

下

）

智
ｊ

・

早

苗
ｊ

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

松

浦
　
　

實
j
5
8
（
本

町

）

阿

部
　

運

藏

丿
7
5
（
な

變

）

後

藤
　

イ

ネ

ー
7
9（
高

城

）

宍

戸
　

久

夫

、。‘
6
7（
板

橋

）

村

井
　

庄

他
j
8
8
（
な
ｍ
｀
）

三

の

輪

フ
ョ

ノ
9
5
（
第
一

）

古

山
　

藤

吉

。
‘
7
3（
町

東

）

小

林
　

成

夫

ご
9
6（

並

柳

）

吉

田
　

勝

吉
j
8
3
（
山
崎
舘
）

（
８
月

末
日
ま
で
に
、
当

町
窓
口
で

受
付
し
た
方
で

、

住

所
を

有
す
る
方
を
掲
覦

し
ま
し

た
。
）

掲載を希望されない方は 、届け出の際にお申し 出下さい。



生涯学習
つうしん

国 見町教育委員 会生涯学習諢

( 観月台文化 センター)
0 ( 585 ) 2676 FAX  ( 585 ) 2707

合

同

学

習

会
　
町

長

講

話

「
町

政
を
知

る
～
市

町
村
合

併
に
つ
い
て
～
」

阿
津
貿
志
学
級
・
く
に
み
女

性
教
室
・
成
人
学
級
の
三
学
級

に
よ
る
合
同
学
習
会
が
八
月
八

口

、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ

－

ル
で
百
十
余
名
の
学
級
生
出

席
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冨
永
武
夫
町
長
か
ら
『
町
政

を
知
る
』
と
題
し
た
、
現
在
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
『
市

町
村
合
併
』
の
講
話
が
あ
り
ま

し
た
。
合
併
の
考
え
方
や
問
題

点
、
メ
リ
ッ
ト
デ
メ
リ
ッ
ト
な

ど
、
町
長
自
ら
作
成
し
た
資
料

に
よ
り
、
大
所
高
所
か
ら
わ
か

り
や
す
い
話
に
よ
り
、
と
て
も

有
意
義
な
学
習
会
と
な
り
ま
し

た
。講

話
は
合
併
問
題
の
背
景
か

ら
始
ま
り
、
少
子
鳥
齢
化
、
多

様
化
す
る
住
民
の
ニ
ー
ズ
、
地

方
分
権
の
推
進
、
そ
し
て
危
機

的
財
政
の
対
応
か
ら
、
広
域
行

政
は
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
と

捉
え
ま
す
。
今
後
。
町
は
住
民

に
最
も
身
近
で
基
礎
的
な
自
治

体
と
し
て
、
社
会
・
経
済
の
変

化
に
対
応
す
る
た
め
行
財
政
基

盤
の
充
実
が
必
嬰
と
述
べ
て

い

ま
す
。

さ
ら
に
、
合
併
は
地
方
自
治

の
根
幹
に
関
わ
り
将
来
の
地
域

の
在
り
方
や
住
民
生
活
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
重
要
事
項
と

述
べ
、
歴
史
的
な
経
緯
、
文
化

風
土
や
自
然
的
地
理
的
諸
条
件

な
ど
異
な
る
も
と
、
関
係
市
町

村
の
自
主
的
な
判
断
と
地
域
住

民
の
意
思
を
尊
重
す
る
こ
と
が

最
も
大
切
で
あ
り
、
強
制
的
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
ま
と
め

ま
し
た
。

ま
た
、
現
在
伊
達
地
方
で
進

め
ら
れ
て
い
る
広
城
行
政
へ
調

査
会
の
取
り
組
み
や
、
昭
和
三

十
年
代
に
お
け
る
大
規
模
な
町

村
合
併
の
際
の
、
先
駆
的
な
国

見
町
の
経
過
な
ど
も
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

市町村合併につい て

話をされる冨永町長

阿

津

賀

志

学

級

〈
朝
顔
鑑
賞
会
〉

八
月

八
日
の

合
同
学
習
会
に

先
立
ち
体
育
館

で
は
、
阿
津
賀

志
学
級
恒
例
の
朝
顔
鑑
賞
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
異
常
気
象
な
の
か

例
年
よ
り
開
花
せ
ず
に
苦
労
し

た
と
の
こ
と
で
、
見
事
に
花
を

咲
か
せ
た
苦
心
の
作
四
十
七
鉢

が
陳
列
さ
れ
、
ひ
と
き
わ
涼
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
指
導
い
た
だ
い
た
新
井

博
先
生
に
よ
る
審
査
が
な
さ
れ

金
、
銀
、
銅
の
各
賞
十
品
が
決

定
し
、
表
杉
式
で
は
賞
状
と
記

念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

行事のお知らせ

《９月 》

17(火) 移動図書館(大木戸小)

18(水) くにみ女性教室

グループ学習(煎茶)

21( 土) 町民陶芸教室

24(火) 移動図書館(藤田小)

阿津賀志学級(美容教室)

25( 水) くにみ女性教室

グループ学習(煎茶)

移動図書館( 藤田小)

27(金) 合同グループ学習

(スポーツ民踊)

成人学級(文学散歩)

28(土) 少年仲間づくり

30(月) 合同グループ学習

(スポーツ民踊)

《10 月 》

１(火) 移動図書館(小坂小)

２(水) くにみ女性教室(研修旅行)

４(金) 合同グループ学習

(スポーツ民踊)

７(月) 休館日

８(火) 移動図書館( 大枝小)

阿津賀志学級( 番道教室)

10(木) 移動図書館( 森江野小)

11(金) 合同グループ学習

(スポーツ民踊)

13(日) 町民大運動会

15(火) 移動図書館( 大木戸小)

阿津賀志学級( 書道教室)

子育て教室

(幼児への 読み聞かせ)



町

民
陶
芸

教
室

町

民
陶

芸
教

室
は

、

東
和
町

の

陶

芸
家

佐
久

間

。
先
生

を

講
師

に
迎

え

、

八

月

二

ｔ

四

目

（

上
）
よ

り

四
回

の
日

程

で
開

講
し

ま
し

た
。

開

講
式

後

、
卜
六

名

の

参

加
者

は

、
先
生

の

指

導

を
受

け

な
が

ら
、

練
り

こ

み

の

技
法

で

二
色

の
粘

卜
‥
を

使

い
、

し

ま
模

様

や
巾

松
模

様
の

肌
や

マ
グ

カ
ッ

プ
な

ど
思

い
思

い

の

作
晶

づ
く

り

に
励

み
ま
し

た

。

国
見
ラ
イ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り

時

計

の

寄

贈

国
兄
ラ

イ

オ
ン

ズ

ク
ラ

ブ
よ

り

、
こ

の

ほ
ど
時

計

を
寄

贈

い

た

だ
き

ま
し

た
。

こ

の
時

計
は

先

に
整

備
し

た
藤

田

城
跡

公

園

内

に

設
’

匹
さ
れ

、
公

園
で

避

び
、

過

ご
す

方

た
ち

へ

、
時

を
知

ら

せ

て

く
れ

ま
す

。

時計を寄贈する

由井順郎前会長

観月台文化情報

親子 映画 館

ハリー･ポッターと

賢者の石

と　 き　 １０月５日(土)

午後1 時３０分～

入場料　３００円( 小学生以上)

問い 合わせ 慘廛学雪課 文化皇典係 (  585  )  2676

参加者
募　集

くにみを描こう!
親子写生会

日　　　時　10月26日(土)9 :00～11:30

場　　　所　岩淵遺跡(高城字岩淵地内)

現地集合

主　　　催　国見町教育委員会

対　　　象　幼稚園児、小学生と親

講　　　師　福島児童美術協会

会長　石原晃雲

持参する物　図画版、描材、水、鉛筆、サ

インベン、飲み物。敷物など

※画用紙(８ツ切版)は、主催

者が用意します。

そ　の　他　参加無料　参加賞あり

申込み方法　国見町観月台文化センターへ

10月18日(金)まで、電話で申

し込みください。
７?田 5 ｰ 2676

ス
ポ
ー
ツ

剣道、卓球、テニスで優勝
伊達地方スポーツ大会

９月１日 に開催された第21 回伊達地方スポーツ大会。

国見町のチームは７種目の競技に出場し、卓球。剣道、

テニス競技で団体優勝、個人競技でも上位入賞しました。

【卓球】Ｖ団体 優勝　▼個人( 男子) 優勝…小池浩二　 凖

優勝…褊鳥貝実 【剣道】▼団体　優勝(Ａチーム) 準優

勝(Ｂチーム) ▼個人　 優勝…蒼井和宏　 準優勝‥､奥寺

良 【テニスl▼団体 優勝 ▼ダブルス(男子)優勝…高

橋孝一菊地慎一組( 女子) 優勝･･･吉田まき子･高橋幸江組

ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
全
国
４
位

８月に山形県山辺町で行われた 「全

日本どろんこソフトバレー大会」に出

場した石母田スポーツ振興会選抜 “ビ

ーチパワーズ^ 。８５チームが参加し た

予 選を１位で通過し、決 勝ト ーナメ ン

ト へ進み、４位に入賞しました 。この

競 技は、休耕田に水を張った特製のコ

ートで行うものです。



国見町ニュータウン

ゆとり安らぎ、快適な街

さ
ら
に
お
求
め
や
す
く

恵
ま
れ
た
立
地
条

件
、
ゆ
と
り
安
ら

ぎ
、
そ
し

て
快

適
性
を
集
大

成
し
た
街

、
国
見
ニ
ュ

ー
タ
ウ

ン

が
、
さ
ら
に
お
求
め
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

支
払
条
件
が
緩
和

さ
れ
、
さ
ら
に
借

り
入

れ
に

よ

る
一
括
支
払
の
場
合
は
利
子

補
給
制

度
が
で

き

ま
し
た

。
契
約
時
に

購
入
代
金
の
1
0％

を
支
払
い

た

だ
き
、
残
り
は
３

年
以

内
の
分

割
に

よ
り
支
払

が
で

き
ま
す
。
ま
た

、
借
り
入

れ
に

よ
る
一
括
支

払
の

場
合

は
３

年
間
の
利
子

補
給
制
度
を
お
こ

な

い
ま
す
。
（
１
千
万
円

を
限
度
に
２
％
に
つ
い
て

３

年
間
利
子
補
給
を
お
こ

な
い
ま

す
。
）

国
見
町

が
国
土

交
通
省
「
新
ふ

る
さ
と
マ

イ
ホ

ー
ム
推
進
事
業
」
の

補
助
の

も
と
、
し

つ
か
り
つ

く
つ
た
安
心
さ
に
、
さ
ら

に
お
求
め
や
す
さ
プ
ラ

ス

。
こ
の

機
会
に
是
非

ご
購
入
く
だ
さ
い

。

残
り
６
９
区
画
好
評
分
譲
中

現

在
6
9
区

画

を

分

譲
し

て

お

り

。
先

着

順

に

要

望
区

画

が

選

択
で

き

ま

す
。

建

築

期
間
の
制
限

は
無
ぐ
、

将

来
予

定

さ
れ

る

子

供

さ
ん

等
の

た

め

に

も
購

入

い

た
だ

け

ま

す

。
こ
の

機
会

に

是

非
現

地

を

ご
覧

く

だ

さ
い

。

詳

細

は
下

記

へ

お

問
い
合
せ
ぐ
だ
さ
い
。

現

地

案

内

も
随

時

行

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気

軽

に

運
絡

く

だ

さ
い

。

支払条件大幅緩和

匚契約時10％､残りは３年以内の分割納入が可能に!
尸耐6 乂れによる一括ｔl･､の場合は３年以内の利子補給

7(1 千万円を限度に、２黝について３年間利子補給)

おすすめポイント
ポ イ ン ト エ

国 見 町 が し っ かり 支援

ニュータウン分譲斡旋奨励

金支援事業として分譲斡旋

を 頂いた場合囗 区画あた
り30 万円が支給されます。

ポ イ ン ト ②

建 て る と 有 利

ＵＩターン者建築推奨事業

として土地家 屋に関わる固
定資産税１ヵ 年分が交付さ

れます。

お申込 み･お問い合 わせ
国　見　町
企画商工課 谷 585-2927

小
さ
な
天
才
た
ち

藤
田
小
学
校
六
年
生
の
作
品

草の中の拡大図 加藤千佳

いなかとビル　 滝川 渚

魚・魚・魚　　 松涌亀－

ピ
ッ
ク
パ
フ
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佐
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八
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